
エーテル  C CO  

天然には多くのエーテルを官能基として含む化合物が存在している。身

近なところでは、バニラエッセンスの成分のバニリン、生姜の辛味成分の

ジンジェロール等々。 
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海では空腸動物（軟サンゴ）のもつ超猛毒のパリトキシンや赤潮の出す

ポリエーテル系猛毒物質のような様々なエーテル系のものが知られてい

る。 

palytoxin 

 

    赤潮とその毒素 brevetoxin 



 
マイトトキシン: 太平洋岸に住む毒魚・サザナミハギから単離（1996年、安元・村田・橘・岸）              

                   ~大変な努力の末に構造が決定された~ 

 

t-butyl ethyl ether がガソリンに添加されバイオガソリン（バイオガソリン・ETBE）として
普及を図ろうとしている（2009.４）。 

 

Williamson エーテル合成 

ハロゲン化物やスルホン酸エステルのような脱離基を有する化合物とアルコ

キシドからエーテルを得る反応を Williamson エーテル合成と呼ぶ。Williamson

エーテル合成は合成化学上よく利用される。 

アルコキシドは以下のように作られる：強塩基の一つ、水素化ナトリウ

ム（sodium hydride）が次のように汎用される。これに R-L（L=脱離基）
を加え反応を行うとエーテルが生成する。 

R OH
NaH

R O-Na+ + H2

R O-Na+ + R' L R O R'
(L=Cl, Br, I, TsO etc.)  

 

具体例を１例上げてエーテルを合成してください。 

非対称のエーテルをどのように合成しますか。 

       次のように 2つのルートが考えられる。 



 

（出発原料の入手のしやすさや反応のしやすさで選択する。上の場合にはいず

れも使える反応である。） 

 

次の t-ブチルエチルエーテルを合成する場合はどうだろう。２つのルートが

考えられるが、２番目の反応では受手の混みあい具合が大きいので SN2 反応は

起こらず、脱離反応が起こる。 
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脱離反応の優先 

 

以下の反応ではどのような生成物が得られるか、考えよう。 

分子内反応（８章 p423）の例 
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（分子内反応は起こり難い。８員環は形成し難いからです。） 
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一方の水酸基がトシ
ル化された生成物
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Me ：p-トルエンスルホニル（トシル、Ts）

 
 

☞次はどうか： 

Br Br CH3NH2

K2CO3  

分子内反応は分子間反応より有利なことが多い。特に５員環、６員環化

合物は生成しやすい。 

 

【問】次の反応の生成物を予測しなさい。 
 

 

  
 
 

 

また、これらの生成物をオゾン分解（オゾンを作用させた後、Zn で処理）する
とどのような生成物が得られるだろうか？ 

          オゾン分解：

1) O3

2) Zn
O O+

 

TsO (p-toluenesulfonyloxy) = Me S
O

O
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